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[はじめに] 現在、教育分野の ICT 活用は進展を

続けているが、システムの導入は高コストになる

場合がある。本研究では、少ない設備と低コスト

で双方向性があり、講義を支援する「小問・アン

ケート・出席管理システム」の構築を目的とした。

具体的に、自前に準備するサーバと外部サービ

ス・サーバを用いて構築し、性能分析を行った。 

[実験方法] 

(1) 自前サーバにて準備したシステム(以後 シス

テム A)と、外部サービスである GoogleApps を用

いたシステム(以後 システム B)とで実装を試み

る。ここで、システム Aはシステム Bとは違い、

サーバの管理を自らが行う必要がある。 

(2) 授業履修人数は 10～200人を想定し、両シス

テムにて解答データからグラフを表示するまで

の「処理時間」の比較・実験を行う。 

 [結果および考察] 

(1) システム A、システム Bの実装時に導入した

ソフトウェアを Table1 に示す。 

Table 1 Software and Systems 

名称 準備物 システムの役割 

システム A 

CentOS 6.5 

小問・アンケート・ 

出席処理 

apache 2.2 

MySQL 5.1 

PHP 5.3 

システム B GoogleApps 小問・アンケート処理 

システム A： 学生自前のノート PC を用いて、

小問・アンケート・出席管理を行えるシステムを

開発した。またサーバ停止や学生 PCの不調等が

生じた場合を考慮し、マークシートによる出席方

法を考案した。マークシートを用いることで、小

問・アンケート・出席管理データを一元的に管理

することができ、データマイニングが可能となっ

た。なお出席システムでは既存の手入力の方法と

マークシートによる自動処理方法とで必要時間

[分]を測定した。この結果を Fig.1 に示す。10 人

分のデータで同じ処理を 3回行った時、「手入力」

と「自動処理」の処理時間は誤差程度の違いだっ

たが、処理する人数が多くなるにつれ処理時間に

は大きな差が見られた。 

 

Fig.1 Relations between the number of 

attendance and the time 

システム B：GoogleAppsScript を活用し、小問・

アンケートを行い同じ授業内でそれらの結果を

表示出来るシステムを開発した。 

 両システムは学内既存の基本的設備で実装が

可能であるため低コストであり、コストの差はほ

とんどないと考えられる。 

(2) 両システムが 10～200人分の解答データを処

理し、その結果を円グラフに表示するための処理

時間[秒]を Fig.2 に示す。両システムとも 1 秒前

後でグラフを表示している。システム A は解答

者数が 200人程度では、処理時間に差は見られな

かった。一方、システム B では解答者数が増加

するにつれ処理時間が増加した。現状で、システ

ム B は学外での使用も可能という利点があるも

のの、授業参加人数が多くなるとグラフ（結果）

表示時間が長くなることが課題となった。 

 

Fig. 2 Comparison of processing time 
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